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Ａ
本
人
が
濃
厚
接
触
者
と
な
り
、
本

人
の
希
望
で
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

を
市
教
育
委
員
会
か
ら
配
付
し

て
検
査
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
実

績
は
無
い
。 

Ｑ
９
月
に
な
っ
て
学
校
が
始
ま
り
、 

コ
ロ
ナ
の
感
染
へ
の
不
安
が
あ
っ

た
り
、
長
い
夏
休
み
が
終
わ
っ
て

様
々
な
思
い
を
抱
え
て
い
る
児
童

生
徒
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
。 

Ａ
８
月
末
に
教
職
員
に
対
し
て
、
夏

休
み
明
け
の
児
童
生
徒
へ
の
対

応
の
在
り
方
に
つ
い
て
文
書
で

周
知
し
、
児
童
生
徒
の
様
子
を
丁

寧
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

学
校
で
は
、
児
童
生
徒
に
対
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
や
面
談
を
行
い
、
心

配
事
や
悩
み
な
ど
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
な
児
童
生
徒
に
は
、
教
職
員

間
で
情
報
共
有
し
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
の
相
談
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
体
制
を

整
え
て
い
る
。 

 

こ
ど
も
園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

学
校
に
お
い
て
、
集
団
の
中
で
感
染

者
が
出
た
場
合
の
職
員
へ
の
検
査

が
必
要
で
す
。 

根
本
市
議
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
対
策

は
医
療
・
検
査
・
保
健
所
等
の
体
制

強
化
に
真
剣
に
と
り
く
み
、
市
民
の

い
の
ち
を
守
る
た
め
に
、
危
機
感
を

も
っ
て
対
策
を
行
う
こ
と
を
強
く

求
め
ま
し
た
。 

  

Ｑ
発
熱
な
ど
の
症
状
の
あ
る
人
の
受

け
入
れ
医
療
機
関
の
数
、
休
日
や

夜
間
の
検
査
・
診
療
体
制
は
。 

Ａ
症
状
が
あ
る
方
の
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
・
診 

療
に
対
応
し
て
い
る
の
は
、
１

０
３
の
医
療
機
関
。 

・
休
日
や
夜
間
は
「
豊
田
厚
生
病

院
」
「
ト
ヨ
タ
記
念
病
院
」「
豊

田
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
」「
足
助

病
院
」「
豊
田
加
茂
医
師
会
立
休

日
救
急
内
科
診
療
所
」「
豊
田
市

南
部
休
日
救
急
内
科
診
療
所
」 

・
お
盆
休
み
中
に
、
診
療
・
検
査

医
療
機
関
の
ひ
っ
迫
を
考
慮

し
、
休
日
救
急
内
科
診
療
２
か

所
の
臨
時
的
な
開
設
を
調
整

し
、
検
査
・
診
療
体
制
を
確
保

し
た
。
感
染
動
向
に
合
わ
せ
、

豊
田
加
茂
医
師
会
及
び
関
係
医

療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
応

す
る
。 

 
 Ｑ

高
齢
者
・
障
が
い
者
施
設
職
員
の 

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
実
施
状

況
は
。 

Ａ
令
和
４
年
８
月
の
実
施
結
果
・
８
月 

１
日
に
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の 

対
象
の
と
な
る
４
７
４
施
設
に
対 

し
、
申
込
手
順
等
を
通
知
し
た
。 

検
査
の
実
施
施
設
は
、
１
０
３
施 

 

設
。
検
査
回
数
は
７
，
６
９
６
回 

 

実
施
施
設
は
、
対
象
の
４
７
４
施

設
の
３
分
の
１
以
下
。
集
団
感
染
を

防
ぐ
た
め
に
、
市
と
し
て
、
支
援
の

強
化
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
８
月
末
、
政
府
が
陽
性
者
の

市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
会
議
が
メ
ー
ル
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
基
本
的
な
感
染
対
策

の
徹
底
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
、

情
報
発
信
等
、
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
の
取
組
や
方
針
を
確
認
す
る
の

み
で
、
対
策
の
検
討
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
。 

Ｑ
感
染
者
の
状
況
と
し
て
、
入
院
、

宿
泊
療
養
中
、
自
宅
療
養
の
そ
れ
ぞ

れ
の
人
数
は
。 

Ａ
入
院
者
数
は
８
４
人
、
宿
泊
療
養

者
数
は
３
７
人
、
自
宅
療
養
者
数
が

４
，
６
３
８
人
。（
９
月
２
日
時
点
） 

長
期
に
わ
た
る
感
染
拡
大
の
中
で
、

愛
知
県
保
険
医
協
会
が
昨
年
２
月

５
日
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う
医
療
機
関
へ
の
影
響

調
査
」
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
発
表

し
ま
し
た
。
発
熱
患
者
を
受
け
入
れ

て
い
る
医
療
機
関
か
ら
は
「
診
察
、

検
査
、
患
者
へ
の
説
明
が
時
間
内
に

終
わ
ら
な
い
。
」
「
地
域
医
療
を
守

る
た
め
ス
タ
ッ
フ
は
使
命
感
を
持

っ
て
医
療
提
供
し
て
い
る
。
長
期
に

わ
た
り
心
理
的
に
も
経
済
的
に
も

苦
し
い
」
と
、
実
態
は
深
刻
で
す
。 

全
数
把
握
の
方
針
に
つ
い
て
変
更

を
打
出
し
、
医
療
現
場
か
ら
は
「
把

握
し
て
い
な
い
陽
性
者
が
急
変
し

た
場
合
の
対
策
な
ど
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。
」
「
療
養
証
明
が
で
き
な

く
な
れ
ば
発
熱
外
来
に
問
い
合
わ

せ
が
殺
到
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
、

危
機
感
を
示
し
て
い
ま
す
。 

医
療
機
関
へ
の
支
援
の
強
化
を

含
め
、
医
療
機
関
や
保
健
所
の
職

員
の
現
場
の
声
を
国
や
県
に
届

け
、
保
健
所
の
職
員
配
置
の
強
化

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

       

学
校
等
で
の
抗
原
検
査
の
現
状 

児
童
生
徒
へ
の
サ
ポ
ー
ト 

Ｑ
こ
ど
も
園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
お
け
る
職
員
の
抗
原
検
査
は
。 

Ａ
公
立
こ
ど
も
園
の
ほ
か
、
私

立
園
や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど

で
は
、
濃
厚
接
触
者
と
な
っ

た
職
員
を
対
象
に
、
業
務
に

従
事
で
き
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
た
め
、
抗
原
検
査
を

実
施
し
て
い
る
。 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
委

託
事
業
者
の
判
断
に
よ
り
、
ク

ラ
ブ
や
家
庭
で
陽
性
者
が
発

生
し
た
支
援
員
を
対
象
に
抗

原
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。 

Ｑ
学
校
に
お
け
る
職
員
の
抗
原
検

査
の
現
状
は
。 

根
本
み
は
る
市
議
が
行
っ
た
９

月
議
会
の
一
般
質
問
（
そ
の
２
）

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
と

検
査
・
診
療
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
感
染
力
の
強
い
Ｂ
Ａ･

５
系
統

等
の
変
異
株
へ
の
置
き
換
わ
り
の

影
響
も
あ
り
、
新
規
陽
性
者
は
高

止
ま
り
で
感
染
拡
大
が
続
く
状
況

で
す
。
８
月
４
日
の
愛
知
県
知
事

の
「
Ｂ
Ａ･

５
対
策
強
化
宣
言
」
は

９
月
末
ま
で
さ
ら
に
１
カ
月
間
延

長
し
ま
し
た
。 

Ｂ
Ａ･

５
対
策
強
化
宣
言
後
、
豊
田
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住
み
よ
い
豊
田
を
創
る
会
は
９

月
中
旬
、
太
田
稔
彦
市
長
に
２
０
２

３
年
度
予
算
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
市
民
部
が
要
望
書
を
受
け
取

り
、
応
対
し
ま
し
た
。 

会
を
構
成
す
る
各
団
体
か
ら
の

重
点
的
要
望
を
ま
と
め
て
、
要
望
書

の
冒
頭
で
「
市
政
に
お
け
る
福
祉
・

医
療
・
教
育
や
暮
ら
し
充
実
の
た
め

に
、
各
団
体
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す

重
点
的
な
要
望
に
つ
い
て
、
各
部
ご

と
に
ま
と
め
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

危
機
を
克
服
す
る
取
り
組
み
が
引

き
続
き
、
来
年
度
も
重
要
で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
、
関
係
す
る
分
野
に
お
け

る
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
今
回
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
指
摘
し
た
い

の
は
、
隣
の
中
核
市
岡
崎
市
と
比
べ

て
今
年
度
一
般
会
計
予
算
で
５
２

２
億
円
多
く
（
豊
田
市
は
４
２
万
人

口
で
１
８
０
１
億
円/

岡
崎
市
３
８

万
人
口
で
１
２
７
９
億
円
）
毎
年
５

０
０
億
円
以
上
多
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
の
民
生
分

野
で
見
る
べ
き
前
進
も
無
い
」
と
指

摘
し
、
「
前
進
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

豊田・みよし社保協で行う自治体キャラバンの事

前学習会です。医療・介護・年金・子育ての制度に

ついて、市へ要望を持って行きます。広い会場を用

意して、みなさんの参加をお待ちしています。 

け
ら
れ
て
い
る
中
で
、
国
会
で
の
説

明
も
議
決
も
な
し
に
、
国
民
の
血
税

を
使
う
こ
と
な
ど
ま
と
も
な
政
府

の
や
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

安
保
法
制
の
強
行
、
「
森

友
・
加
計
・
桜
」
統
一
協
会
と

の
癒
着
… 

「
安
倍
政
治
」
へ
の
「
敬
意
」

の
表
明
を
、
ば
く
大
な
税
金
を

使
っ
て
強
要
す
る
こ
と
な
ど

許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

日
本
共
産
党
は
「
国
葬
」
強
行

に
反
対
で
す
。 

「
法
の
下
の
平
等
」 

「
思
想
・
良
心
の
自
由
」 

―
憲
法
を
踏
み
に
じ
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い 

な
ぜ
、「
国
葬
」
な
の
か
。「
在
任

期
間
最
長
」
と
言
う
だ
け
で
、
首
相

は
ま
と
も
な
説
明
が
で
き
ま
せ
ん
。

時
の
内
閣
の
打
算
で
特
定
の
個
人

を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
は
、
憲
法
１

４
条
「
法
の
下
の
平
等
」
に
反
し
ま

す
。 首

相
が
言
う
「
敬
意
と
弔
意
を
国

全
体
で
あ
ら
わ
す
」
と
は
結
局
、「
国

民
全
体
」
に
弔
意
を
強
要
す
る
こ
と

で
す
。
実
際
、
府
省
庁
で
は
「
国
葬
」

当
日
の
弔
旗
掲
揚
、
葬
儀
中
の
黙
と

う
が
強
要
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
憲
法
１
９
条
「
思
想
及
び
良
心

の
自
由
」
を
ふ
み
に
じ
る
も
の
で
あ

り
、
絶
対
許
せ
ま
せ
ん
。 

 

儀
式
だ
け
で 

「
税
金
２
憶
５
千
万
円
」 

総
額
も
示
さ
ず
、
国
会
議
決

も
な
く
血
税
投
入 

法
的
根
拠
の
な
い
「
国
葬
」
を
「
国

議
決
定
」
で
強
行
す
る
こ
と
は
「
法

の
支
配
」
を
「
人
の
支
配
」
に
代
え

る
暴
挙
で
す
。
そ
の
「
儀
式
」
に
２
，

５
億
円
も
の
税
金
を
支
出
。
警
備
費

な
ど
を
入
れ
れ
ば
、
も
っ
と
膨
ら
み

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
総
額
い
く
ら
か

か
る
か
国
民
に
隠
し
た
ま
ま
、
強
行

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰

と
コ
ロ
ナ
で
国
民
生
活
が
痛
め
つ


